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※2021年 5月 2日～2023年 5月 1日の期間 

教育研究業績書 

氏名 吉川
よしかわ

 和挟
か ず さ

 職名 特任准教授（博士（人間・環境学）） 

専門分野 公共政策学・政治学 

所属学会 日本公共政策学会・日本法社会学会・コミュニティ政策学会 

担当科目 政治学概論・政策科学入門Ⅰ・総合政策概論・総合政策論Ⅰ・政策過程論・行政学・地方自治論・地方議会論 

Ⅰ 教育活動 

教育実践上の主な業績 概          要 

1.教育内容・方法の工夫（授業評価

等を含む） 

●パワーポイント資料に加え、配布用資料を作成、配布用資料は重要な語を空欄にし、

学生が書き写すことで理解が深まるように工夫している。 

●毎回の講義にて WEB アンケートフォームを使用し、講義の難易度アンケート、自由

記述式のコメント提出を義務付け、次回講義冒頭にて難易度アンケートのフィードバ

ック+おさらい、質問への回答を行っている。各講義ごとに学生の理解度を数的に把握

し学生にも示すことで全体の理解度と学生個人の理解度のギャップを意識させ、各学

生の重点復習箇所を示すとともに、コメントシートによる質的な疑問点・感想への応

答をとおし、復習と理解の手助けを行っている。 

●講義時に表示するパワーポイント資料ではピクトグラムや写真、新聞記事などの視

覚的な情報を活用し、学生にとって理解しやすいものとなるよう工夫している。 

●上記パワーポイント資料はMoodle上にまとめ、学生から参照可能な形にしている。 

●学期中に小テストを実施し都度、学生の理解度を測るとともに、小テスト後の講義

において各設問の正答率、平均点などのテスト結果を公表し、解説している。 

●講義中においては、自身の民間企業での勤務経験を踏まえ、講義中の学術的内容が

企業で勤務するうえでどのように役に立つのかを解説し、学生の将来と現在の学習と

の結びつきを意識させるようにしている。 

●学内の授業評価アンケートの実施 

 

2.作成した教科書、教材、参考書 なし 

3.教育方法・教育実践に関する発表、

講演等 

なし 

 

4.その他教育活動上特記すべき事項 

 

●政治学・行政学に関連する教科書・新書・漫画・映画・Youtube動画などをスライ

ドショーにまとめ、講義開始前などの空き時間に提示。学生になじみやすい媒体から

学術的関心に結び付けられるように工夫している。 

 

Ⅱ 研究活動 

なし 

Ⅲ 社会における主な活動 

学会活動 

2015年 4月～現在に至る 日本公共政策学会会員 

2017年 4月～現在に至る コミュニティ政策学会会員 

2018年 4月～現在に至る 日本法社会学会会員 

講演等 

2021年 12月 立命館大学「政策アドバンスト研究」ゲストスピーカー 

2022年 12月 立命館大学「政策アドバンスト研究」ゲストスピーカー 

 


